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今回の人事・賃金制度の見直しは、職場において技術・技能・知識などを継承する体制をさらに充実・強化することを主たる目的とした

ものであり、これによって、安全はもとより、お客さまが求めるサービスレベルの向上や技術の変化等に対応していくこと

ができるものと考えている。 

安全を前提に技術継承でき

る職場をつくるために、技

術継承に集中する期間をつ

くるべきだ！ 

技術継承は重要な課題という認識は持

っている。年代を問わず、技術を学ばな

ければならないので期間は設定しない。 

安全を考え技術職を求めてい

る。片手間で安全指導はでき

ない。会社提案の統務職は課

題付与があり集中できない。 

人事管理と人材育成のマネジメントを主

幹職で担い、職場の課題解決に向け統

務職が補佐・補助を行う。 

会社は、乗務員の指導担当は

統務職が望ましいと言うが、

安全指導を考えると統務職だ

けがやるというものではない。 

安全指導や技術指導を行うのは統務職が

望ましいが、必ずしも統務職に限定される

ものではない。 
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